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Ⅰ　基本事項

事業名 水産物供給基盤整備事業 水産流通基盤整備事業

地区名 北浦
キタウラ

事業主体 宮崎県

事後評価書（期中の評価）

都道府県名 宮崎県 関係市町村 延岡市 期中評価実施の理由 ④

27,676 トン

登録漁船隻数 198 隻 利用漁船隻数 224 隻

１．地区概要

漁港名（種別） 北浦漁港（第4種） 漁場名 －

陸揚金額 5,406 百万円 陸揚量

主な漁業種類 まき網漁業、魚類養殖 主な魚種 いわし類、あじ類、ぶり・まだい等

漁業経営体数 93 経営体 組合員数 499 人

事業費 5,998 百万円 事業期間 平成29年度～令和15年度

既投資事業費 3,718 百万円 事業進捗率(%) 62.0%

地区の特徴

　当該地区は、リアス式の海岸線を活かした天然の良港として古くから漁業が営ま
れ、いわし・あじ・さば類を対象としたまき網漁業や養殖業が盛んである。当地区に
接続する高速交通網を背景に、漁獲された鮮魚や養殖生産魚、養魚用餌料の流通拠点
となっており、主に九州圏内（長崎県・佐賀県・大分県等）への供給を担っている。
また、水産ブランド品「ひむか本サバ」「北浦灘アジ」「宮崎カンパチ」を生産する
など水産物の品質向上や付加価値化にも取り組んでいる。

２．事業概要

事業目的

　本地区の荷さばき所は狭隘であり、大量陸揚げ時には野天での荷さばきを余儀なく
されており、衛生管理上の課題を抱えている。加えて、南海トラフ地震・日向灘地震
に対する防災・減災機能も十分とはいえない。
　このため、高度衛生管理型荷さばき施設を整備して衛生管理体制を確立するととも
に、防波堤を津波に対して粘り強い構造へ改良し、防災・減災対策を強化することに
より、水産物の安定供給体制を確保する。

主要工事計画
荷さばき施設1式、宮野浦東防波堤102m、古浦防波堤598m、古浦第3(-4.0m)岸壁113m
ほか
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Ⅱ　点検項目

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

直前の評価 今回の評価

※別紙「費用対効果分析集計表」のとお
り

総費用（千円） 3,216,351 6,889,978

総便益（千円）

　事業内容に変更はない。各施設の設計にあたっては、当初、通常の設計基準に基づき計画を進めて
いた。しかし、近年の地震・津波対策の重要性や粘り強い構造への対応から、各施設の構造を詳細に
検討した結果、基礎捨石や被覆ブロックの施工量が増加した。さらに、近年では、施設更新や整備に
係る労務費や資材単価の高騰もあり、当初計画の想定と比較して、総事業費が増加した。

便益算定項目について変更がある場合はその項目と変更の理由

　現時点において、防潮堤整備事業の見通しが不透明であるため、人的・物的被害の低減に関する便
益を除外した。一方、北浦漁港は災害時において宮崎県北部の輸送・復興拠点であるため、耐震強化
岸壁の整備に伴う緊急物資輸送コストの削減に関する便益を追加した。

その他費用対効果分析に係る要因の変化

　事業完了年度の変更（R8→R15）

　魚価、陸揚量及び労務単価などの基礎データを最新の数値へ更新

5,804,863 10,719,241

費用便益比(B/C) 1.80 1.56

総費用の変更の理由

（２）その他社会情勢の変化

　北浦漁港は、宮崎県内で最大の取扱量を誇る流通拠点漁港である。一方、近年の漁船の大型化に伴
い既存荷さばき施設が相対的に狭くなったため、やむを得ず野天での作業が行われていた。その結
果、生産コストの増加や衛生管理上の課題が生じていた。
　この課題に対応するため、漁港管理者や漁業協同組合、市場関係者などによる協議会が設立され、
衛生管理体制の構築に関する協議が進められた。その結果、平成31年3月に新たな高度衛生管理型荷さ
ばき施設整備の合意に至り、本施設は令和6年度に工事が完了した。

２．漁業情勢、社会経済情勢の変化

（１）漁業情勢及び漁港施設、漁場施設等の利用状況と将来見通し

計画策定後の漁業集落に関わる社会経済状況、自然状況の当初想定との相違と将来見通し

　組合員数は550人(H26港勢調査)から499人(R5港勢調査)と高齢化に伴い減少傾向はみられるもの
の、高度衛生管理型荷さばき施設の整備などにより地域全体で漁獲物の付加価値向上に取り組ん
でいる状況である。近年、陸揚げ金額は上昇傾向であり今後も同程度で推移すると見込まれる。

漁業形態、流通形態について当初想定との相違と将来見通し

　漁業形態については、当初養殖餌料向けの出荷が多かったが、近年は、魚価が高い食用向け
（加工原料向け、輸出向け）の出荷が増加している。
北浦漁港では、宮崎県内で陸揚げされる水産物の約5割が陸揚げされており、食用向けの出荷量の
増大により、水産物の品質・衛生管理の構築が不可欠となっている。

漁港施設等の利用状況について当初想定との相違と将来見通し

　利用漁船数は緩やかな減少傾向であるものの、高度衛生管理型の荷さばき施設を整備すること
で漁獲物の付加価値向上が期待される。また、現在主に近隣漁港へ水揚げしている漁船が、本港
で水揚げする機会が増加すると予測される。
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Ⅲ　総合評価

　計画、設計、積算の各段階において複数案の経済比較を行い、最も安価となる案を採用するなど事
業コスト縮減に努めている。

７．代替案の実現可能性

　本事業で計画されている施設については、漁業活動の安全性・効率性の向上と地震・津波に対する
防災機能の強化に資する最適な配置と規模を検討して計画されたものであり、代替案の可能性はな
い。

　本事業は、流通・防災拠点として重要な役割を担う当該地区において、高品質で安心な水産物を国内外
へ供給するための高度衛生管理型荷さばき施設等の整備を進めるものである。あわせて、大規模地震やそ
れに伴う津波発生時に必要最低限の漁港機能を維持し、水産物の生産・流通機能の早期回復を図るため、
外郭施設や係留施設の整備も実施している。
　費用対効果分析を行ったところ、施工量の増加や資材単価の高騰などによる事業費の増加があったもの
の、費用対効果は1.0以上となっており、経済効果についても確認されている。残る事業についても、地
震・津波対策を進めるうえで必要不可欠であるとともに、地元では食用向け出荷量の増加や魚価の安定に
強い関心を示し、要望も寄せられていることから、計画変更の上、事業の継続は妥当であると判断され
る。

該当なし。

５．地元（受益者、地方公共団体等）の意向

　当地区は、30年以内に80％程度の発生確率が予測される南海トラフ地震の防災対策推進地域に指定
されている。このため、漁業者や地域住民からは早急な防災対策の実施を強く求められていることか
ら、計画的に防災施設の整備を進める予定である。

６．事業コスト縮減等の可能性

３．事業の進捗状況

　令和6年度までに、宮野浦東・宮野浦北・古浦防波堤・古浦第3(-4.0m)岸壁の耐震・耐津波強化なら
びに高度衛生管理型荷さばき施設が完了しており、進捗率は62.0％である。
　当初は令和8年度に事業完了を見込んでいたが、原油価格の高騰、円安の進行及びウクライナ情勢な
どの社会情勢の変化により、工事用資材等の価格が上昇し、全体事業費の見直しが必要となった。今
後は事業計画の見直しを行い、引き続き、既設防波堤の腹付け工、捨石部の嵩上げ工及び被覆ブロッ
ク工を実施する予定である。

４．関連事業の進捗状況
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　　　　　　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比　　　　　　　　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

事業名 水産流通基盤整備事業 施設の耐用年数
50年

  （荷さばき所38年）

費用対効果分析集計表

都道府県名 宮崎県 地区名 北浦

生活環境の向上 ⑥生活環境の改善効果

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

評価項目 便益額（現在価値化)

水産物の生産性向上

①水産物生産コストの削減効果 2,055

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

④漁獲物付加価値化の効果 4,122,501

漁業就業環境の向上 ⑤漁業就業者の労働環境改善効果 48,765

地域産業の活性化 ⑦漁業外産業への効果

非常時・緊急時の対処
⑧生命・財産保全・防御効果 6,543,362

⑨避難・救助・災害対策効果 2,558

自然保全・文化の継承

⑩自然環境保全・修復効果

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果

6,889,978

1.56

・衛生管理の強化による水産物のブランド化に伴う魚価の向上及び販路拡大効果
・労働環境の改善による担い手の確保
・第2波以降の津波に対する減災効果
・大規模災害に対する漁業地域住民の精神的不安の軽減

その他
⑬施設利用者の利便性向上効果

⑭その他

10,719,241



事業主体：宮崎県
主要工事：
〈宮野浦地区〉

宮野浦東防波堤 １０２ｍ、宮野浦北防波堤 ２７５ｍ、
宮野浦北防波護岸 １５４ｍ

〈市振地区〉
古浦防波堤 ５９８ｍ、古浦南防波堤 ２１０ｍ、
古浦南防波護岸 ８２ｍ、市振西防波堤 １９４ｍ、
市振北防波堤 ９０ｍ、古浦第3(-4.0m)岸壁 １１３ｍ、
荷さばき施設１式

事 業 費：５，９９８百万円
事業期間：平成２９年度 ～ 令和１５年度

北浦漁港
（延岡市）

市振北防波堤

市振西防波堤

古浦防波堤古浦南防波堤

市振地区

古浦南防波護岸

荷さばき施設
古浦第3(-4.0m)岸壁

宮野浦北防波堤

宮野浦北防波護岸

宮野浦東防波堤

宮野浦地区

水産流通基盤整備事業 北浦地区 事業概要図【整理番号８】
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